
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

稲盛和夫 最後の闘い～JAL 再生にかけた経営者人生 大西康之著 日経新聞出版社 \1,600+税 
 

（プロローグより）「日本企業のリーダーは、もっと強い意志力で会社を引っ張っていかなければならない。経

営には格闘技と同じように闘魂がいる。闘志なき経営はダメだ。経営者は、自分の会社を何としても立派にし

てみせる、という闘魂を燃やしてほしい」 
 

戦後最大の倒産 JAL を見事Ｖ字回復、その陣頭指揮を執った京セラ・稲本名誉会長のすさまじい闘魂記録。

しかし、その内容はあまりにもプリミティブ（初歩的）、道徳的なもの「人間として何が正しいのか」「ウソを

つくな、正直であれ」 だが、経営者も上司も部下もわかっているが、出来ていなかった。組織でリーダーシ

ップをとる者に大事なことが書かれています。ぜひ参考にしてみてください。 

  
リーダー向け 推薦書紹介

職場の労務管理の基本 
これだけは押さえておきたい！ 

人事労務の最新情報   
 

～弊社ブログに、下記情報のリンクを貼っています～ 

http://shinsou-assist.blog.jp/ 
 

■ 個人情報が流出したお客様へのお詫び/日本年金機構 
http://www.mhlw.go.jp/kinkyu/dl/houdouhappyou_jps_150622-02.pdf 

 

■ 被保険者報酬月額算定基礎届・総括表の様式変更/日本年金機構 
http://www.nenkin.go.jp/n/www/service/detail.jsp?id=30749 

 

■ 精神障害の労災請求件数、支給決定件数ともに過去最多/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000089447.html 
■ 平成 26年度個別労働紛争解決制度施行状況」を公表/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000088625.html 
■ 平成 26年度都道府県労働局雇用均等室での法施行状況/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/sekou_report/index.html 
 

■ ＳＴＯＰ！マタハラ「妊娠したから解雇」は違法です/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000088308.html 
■ パワハラ対策取組支援セミナー」を開催／厚労省 

http://www.tokiorisk.co.jp/seminar/pawahara2015.html 
■ 2014 年度の「働く人の悩みホットライン」の受付件数が 24％増/日
本産業カウンセラー協会 
http://www.counselor.or.jp/press/tabid/205/Default.aspx 

■ 女性からの相談が前年同月比２．８ポイント増加/連合 
http://www.jtuc-rengo.or.jp/soudan/soudan_report/data/201505.pdf 

 

■ 労災休職中でも「打切補償条件に解雇可能」 /最高裁 
http://www.courts.go.jp/app/files/hanrei_jp/148/085148_hanrei.pdf 

 

■ 5月度の三大都市圏派遣スタッフ募集時平均時給は 1,590円/リク
ルートジョブズ 
http://www.recruitjobs.co.jp/info/pr20150615_284.html  
■ ３月のパート平均時給、東日本９７７円、西日本９３６円／アイデム
http://apj.aidem.co.jp/wage/151/ 

 

■ 仕事への満足度、「ジョブ（職種）型」が最も高く/みずほ情報総研 
http://www.mizuho-ir.co.jp/company/release/2015/hrm0610.html 
■ 「生涯現役社会の実現に向けた検討会」報告書を公表／厚労省  
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000087875.html 
■ 外国人材活躍推進プログラムを実施／厚労省ほか 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000086181.html 

 
■ ５年の介護人材、需給ギャップは３７.７万人／厚労省推計 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000088998.html 
■ 第三次産業における労働災害発生状況の概要を公表（特に「社会
福祉施設」急増）／厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000086923.html 

 

■ 保健医療 2035提言書の公表について /厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000088375.html 
■ 第３次答申等を取りまとめ／規制改革会議 

http://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kaigi/publication/p_index.html 
 

■ 事業主のための雇用関係助成金・雇用の安定のために/厚労省 
http://nazr.in/YkM 

 

■ 雇用促進税制/厚労省 
http://nazr.in/YkU 
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企業の発展を願い 従業員の成長を願う その一歩一歩を応援します 

人事マネジメントのワンポイントアドバイス 

 

 

◆間違いです！そのやる気の引き出し方 ◆ 
 

 

◆ 「頑張っていこう」でモチベーションは上がらない  

「今日も頑張っていこう」「期待してるよ」「普通にやれ

ばいいから」と、部下や後輩のモチベーションを上げるた

めに声掛けをしている上司や先輩は多いのではないでしょ

うか。まったくコミュニケーションをとらないよりはマシ

かもしれませんが、それだけでは抽象的でわかりません。

「何を」「どのように」やればよいのか理解できていない者

にとっては雑音程度にしか聞こえていません。 
 

◆ 「教えた」「教えたつもり」  

「何を」「どのように」は具体的にしなければなりません。

もっといえば、やるべき行動を小さく、こと細かくしてい

くことです。上司や先輩が思っている以上にです。 

「教えた」というのは相手が出来て初めてそういえるの

であって、相手が出来ていなければ「教えたつもり」とい

われても仕方ありません。 

● 管理職として知っておきたいメンタルヘルス～その３４ ● 
 

復職への焦りは禁物 
 

● 生活リズムが整い始める   

メンタルヘルス不調者が療養に入ってしばらくすると日

常の生活のリズムが整い始めます。日中起きて夜寝る→午後

の外出→午前中からの外出→通勤時間に合わせた外出・出社

訓練。次第にできるようになってくると、集中力や判断力も

回復してきます。 
 

● 復職への焦りは禁物  

このとき同時に復職を焦る気持ちも出てきます。早く出社

して、職場の上司や同僚にかけている迷惑を解消したいと思

うようになり、主治医に復職可の診断書を求めたりします。

しかし、まだ十分に体調が戻っていないときに無理をして復

職させると、状態を悪化・再発させて、また一から療養のや

り直しということにもなりかねません。 

朝の出社時間から夕方の退社時間頃までの外出が週５日 

２週間ほど続けられるまで、“急がば回れ”的な考えで対応

してください。 


